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平成22年 度

大船渡市消防団の幹部を紹介します
団 本 部 分 団 長 副 分 団 長

団 長 今 野 武 義1

副団長 新 沼 竹 美1

副団長 佐妹 正 男1

副団長 新 沼 哲1

本部長 瀧 澤 英 喜1

副本部長 猪 股 拓 也1

団付部長 大 浦 公 友

団付部長 佐々木 利 光

団付部長 井 上 建

団付部長 村 上 正 男

団付部長 平 塚 正

団付部長 千 葉 耕 成

団付部長 田 村 清

団付部長 鈴 木 康 一

団付部長 中 村 辰 美

団付部長 村 上 善 武

団付部長 山 田 伸

団付部長 菊 地 幸 成

第1分 団 出 羽 司 孝

第2分 団 佐々木 義 幸

第3分 団 佐々木 啓 一

第4分 団 近 藤 良 也

第5分 団 鈴 木 満 広

第6分 団 齋 藤 節

第7分 団 橋 本 光 雄

第8分 団 吉 野 清

第9分 団 金 野 正 光

第10分 団 千 田 岳 明

第11分 団 酒 田 初 男

第12分 団 田 中 仁 一

第1分 団

第2分 団

第3分 団

第4分 団

第5分 団

第6分 団

第7分 団

第8分 団

第9分 団

第10分 団

第11分 団

第12分 団

隆清野美

寿田志

仁春山西

政芳野浅

男松森

利文村田

行則村中

桂葉千

郎敏山杉

弘正崎川

巳一川及

人和坪小
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1

第1分 団長

出 羽 司 孝

地域の皆さんが安心
して暮らせるよう、全力

で地域防災に取り組ん

でいきたいと思います。

噛

新 分 団 森 多召介
第4分 団長 第9分 団長 第12分団長

近 藤 良 也 金 野 正 光 田 中 仁 一

地域の防火 ・防災の

ため、団員とともに頑

張 りたいと思います。

9分 団の伝統を引き

継ぎ、団員とともに頑

張っていきたいと思い
ます。

地域防災のため、団

員協力のもと、予防消

防に努めていきたいと

思います。

掬猶 諺 跡蝕消妨到莫1
H22.7.31現 在

1-2 内 海 由 英 3-1 相 澤 翔 太 4-4

一
監 猪 訓'.・ ■繭 巳 国 ・艦 ・.・ ・蒔 ・.・ 唱蔭 ・ 、

高 橋 大 樹
6-3
鈴 木 佑 介 12-1 柏 崎 和 貴

1-4
新 沼 開 輝

3-2
佐 藤 英 征

4-5

小 山 智 也 田 村 勇 貴
12-3
石 川 亨

佐々木 駿 介 佐 藤 勇 斗 田 畑 辰 徳 7-2 田 村 祐 二 小 坪 巧

2-1
田 中 宏 昭

4-1
藤 田 裕 介 佐々木 唯 歩 8-2 互 野 雅 貴 12-4 松 川 和 彦

植 木 真 学 熊 谷 健 5-2 東 航 9-2 伊 藤 真 吾

計32人2-2 嶋 公 平 4-3 佐 藤 実 6-1 志 田 直 行 11-5 鈴 木 祥 悦

3-1 和 野 圭 完 4-4 武 田 雄 一 6-2 金 野 正 史 12-1 佐 藤 翔 太

回
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新 沼 開輝

29歳

筋 トレ

バイク

うちの嫁さん

郷土愛護の精神で頑張 りたいと

思 うので、 ヨロシクお願いします。 酒は飲 んで も、飲 まれ るな。

一
佐藤 英征
23歳

洗車

釣り

セクシーなお姉さん

楽 しく活動できればいいと思い

ます。

その細マッチ ョな肉体を生か し、 火事は消 しても、恋の炎は消す 早く操法競技会の選手になって、

消防活動を頑張ろう!!な!!活 躍することを期待 します。

高橋 大 樹

36歳

タールマンのまね

ドライブ

嫁さん

オ ール ドニ ュー フェイスなので、

お手やわ らか にお願 いいた します。

即戦力として、期待 して います!

田村 祐 二

18歳

書道、数学

ソフ トテニス

テニス経験のある人

懸ソ

猪川町消防団員として、地域 に

貢献できるよう一緒 に頑張ろう。

海山 洋平
20歳

野球

音楽鑑賞

屯所の増築

東 航

22歳

スポーツ

いろいろ

地域のために頑張 ります。

地域住 民 のため に、 頑張 って ほ

しいで す。期待 しています。

互野 雅貴
24歳

野球

野球

優 しい人

みんなでお酒が飲みたいです。

初めての操法の選手、 お疲れ さ

までした。来年以降も選手で頑張っ

てください。

難2
ありません

子 どもが憧れる存在 にな りたい

です。

待望の新人なので、今後の活躍 地元の人か ら気軽に声をかけら

を期待しています。 れる消防団員になってほしいです。

響破禽晦 轟
綾瀬はるか

消防の旅行楽 しみにしています。

圖

まじめです。 これか らどんどん

消防団の活動に慣れていってほし

いです。

佐 藤 康 司
25歳

ホース巻き

読書、ドライブ

操 法競 技会 にMVPを つ くって ほ

しいです。

消防団活動全般にわた り、康司

のパワーが部の勢いとな ります。

よ り一層の活躍を期待 します。

小 坪 巧
18歳

ドラム

パチ ンコ、麻雀

直 登

屯所の整備。若い人が気軽に入

団できる環境づくり。

12-3期 待 のニ ュー フ ェイ スで

す。 一緒 に消 防 団活動 を、 頑張 っ

て いきま しょう。
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ポンプ車の部第5分 団第2部、小型ポンプの部第5分 団第3部優勝
平成22年 度大船渡市消防操法競技会が6月13日 、赤崎町永浜貯木場を会場に開催されました。

晴天の中、第10分 団第1部 の佐々木大輔班長の力強い選手宣誓の後、ポンプ車の部22チ ーム、小型

ポンプの部27チ ームの精鋭たちは、詰め掛けた多くの団員や家族の応援の中、 これまでの訓練の成

果を遺憾なく発揮しました。

競技の結果、ポンプ車の部は第5分 団第2部(赤 崎町蛸ノ浦)、小型ポンプの部は第5分 団第3部(赤

崎町清水 ・合足)が それぞれ優勝の栄冠を手にしました。

指揮者

2番 員

4番 員

第5分 団第2部

急,馬 、一

亘理 宏喜1番 員 志田

東 善和3番 員 亘理

崎山 文進 補助員 熊澤

貴郁 指揮者

拓也2番 員

聖紀4番 員

「

翻

第4分 団第6部

司

春

春

』
将

和

保

・

叫

認

田

田

田

臨
幽

武

吉

志

1.1

馬

1番員

3番員

補助員

村上 丈

古坐 有

大和田享志

∠'=一

ワ.;

第6分 団第3部

指揮者

2番 員

4番 員

三上

松田

藤嶋

春幸1番 員 大森 尚

賢3番 員 佐々木雄大

秀勝 補助員 佐藤 鯛希

指揮者

2番 員

補助員

小菅 直人
志田 欣之

今野 雄太

1番員 志田 広隆

3番員 志田 浩樹

第5分 団第1部 炎fJ}lll第9分 団第3部

〆⑭ 、

指揮者

2番 員

補助員

満

実

実

貴

拓

田

谷

谷

志

磯
磯

1番員 磯谷 皇紀

3番員 熊谷 智文

,_⑰_ _⑨ 一
,㊧_

指揮者

2番員

補助員

猪股
近江

舟野

1。矯 到

司1番 員 近江 彰

賢3番 員 平山 祐介

哲仁

平成22年度大船渡市消防操法競枝
の

ボン7車 ② 誕

会 成績(4位 ～10位 》

小1ボ ン7の1
4位1第4分 団第3部(末 崎町 小細浦、小河原、平)

L

4位
匡π随硝

第11分 団第4部(三 陸町越喜来 浦浜)

5位1 第3分 団第1部(大 船渡町 平)
{一

5位
Frμ 斬

6位
巴一邑「「　 一編「-」 一 「T「 「「T「 「

7位

第9分 団第5部(日 頃市町 田代屋敷、石橋、長岩)

6位 第6分 団第2部(赤 崎町 山口、生形、大洞、後ノ入、宿)
κr一'イr'`}丁}"一 一A「 円π一`一【"Frr「 「"　 へ 一 一一 一T7π 一 「-〒 「

「一 「占 「 一

第11分 団第5部(三 陸町越喜来 前田、中村、浪板)
「 一 一 一

第1分 団第3部(盛 町 愛宕町、八幡町、旭町)
一r-一 一 一 ヨ ー 一

第8分 団第3部(立 根町 久保、菅生、下欠)一 一

第7分 団第1部(猪 川町 久名畑、大野)
一 一

第9分 団第2部(日 頃市町 甲子、鷹生)

7位 第3分 団第2部(大 船渡町 下船渡、宮ノ前、砂子前、丸森)

8位 第6分 団第1部(赤 崎町 大立、永浜) 8位

9倒 第2分 団第1部
(大船渡町 台町、茶屋前、南町、明土、屋敷、明神前、田中、川原)

9位
一

10位1・位1第9分 団第1部(日 頃市町 関谷、宿、坂本沢、大森)
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遷
手

　
動

團
「
,遍醸

ほ

ー
し
屋

第9分 団第3部 初優勝'

気
仙
地
区
支
部

消
防
操
法
競
技
会
に
て

7
月
4
日
、
陸
前
高

田
市
の

タ
ピ

ッ
ク
45
に
お
い
て
、
気
仙

地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会
が

晴
天
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
船
渡
市
消
防
団
か
ら
は
、
ポ

ン
プ
車
の
部
3
チ
ー
ム
、
小
型

ポ

ン
プ
の
部
4
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
勝

ち
取
る
た
め
、
厳
し
い
訓
練
を

積
み
重
ね
、
威
勢
良
く
競
技
に

臨
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
型
ポ

ン
プ

の

部

で
第
9
分
団
第
3
部
が
堂
々

の
初
優
勝
を
果
た
し
、
第
37
回

岩
手
県
消
防
操
法
競
技
会
の
出

場
権
を
見
事
手
中
に
収
め
ま
し

た
。

[

盛鵜

1位 陸前高田市消防団 横田分団第2部

.【聖 惹動淵 ■ 一 置匹賜禮聖 而淵

1位 大船渡市消防団 第9分 団第3部

2位 大船渡市消防団 第5分 団第2部 2位 大船渡市消防団 第5分 団第1部

3位 大船渡市消防団 第4分 団第6部 3位
循

陸前高田市消防団 気仙分団第4部

4位

ず=一 皿 一皿 一皿 一一一一

陸前高田市消防団 気仙分団第1部 4位

'一 一`τ`ゴ 「 ド 「 所π「

大船渡市消防団 第11分団第4部
πr一 ド ーF「「m亨n石 町厚r一r㎡闇mπ剛¶¶m凡 「「薦 薦画一π

5位 住田町消防団 第5分 団第2部
`}

顔 儒 「

5位
「F「rf「

住田町消防団 第4分 団第2部
[r

6位 大船渡市消防団 第6分 団第3部

r

6位
「frf〒 〒「 「

住田町消防団 第5分 団第1部
ギ串

7位
斤

陸前高田市消防団 気仙分団第2部
所

8位i
I

F「r

大船渡市消防団 第5分 団第3部
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小型ポンプの部に第9分 団第3部 が初出場

平
成
22
年
7
月
23
日
、
岩

手
県
消
防
学
校

(矢
巾
町
)

に
お
い
て
、
第
37
回
岩
手
県

消
防
操
法
競
技
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
船
渡
市
消
防

団
か
ら
は
、
先
に
行
わ
れ
た

平
成
22
年
度
気
仙
地
区
支
部

消
防
操
法
競
技
会
で
出
場
権

を
勝
ち
取

っ
た
、
小
型
ポ
ン

プ

の
部
第

9
分
団
第

3
部

(日
頃
市
町

平
山

・
小
通
)

ー
チ
ー
ム
が
初
出
場
し
ま
し

た
。選
手
た
ち
は
、
気
仙
地
区

の
代
表
と
し
て
、
規
律
の
と

れ
た
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

15
チ
ー
ム
中
第
7
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

長
期
間
の
訓
練
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

認
鱒
醒

簿
.馬
黒
謄

ヒ
醐
麟
麗
撃
幽一　一 羅"一

暗 謎一 ～ ～ 一 ～ ～ 一、
1コ'盟 照.・ 一・

競技の様子

,高 『閣

部

長

管

野

優

《
県
大
会
を
終
え
て
》

先
輩
方
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
伝
統
あ
る
第

9
分
団
第
3
部
と
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
、ご
指
導
に
よ
り
、
気
仙

地
区
支
部
代
表
と
し
て
責
任
を
果
た
せ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

《
選
手
た
ち
に

一
言
》

選
手
、
そ
し
て
、
支
え
続
け
た
指
導
員
、
団
員
の
み
ん

な
、
長
期
間
に
わ
た
り
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
あ
な
た
た
ち
の
時
代
に
部
長

で
い
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
来
年
以
降
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

指
揮
者

猪

股

司

《
県
大
会
を
終
え
て
》

県
大
会
で
は
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
自
信
に
も
な
り
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
3
ヵ
月
間
は
、
寝
て
も
覚
め
て
も
操
法
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
た
の
で
、

一
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。

《
結
果
に
つ
い
て
》
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
練
習
し
て
き
た
の
で
、

今
回
の
7
位
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。

《
苦
し
か

っ
た
こ
と
》

42
秒
の
壁
を
、
な
か
な
か
超
え
ら
れ
な
か

っ
た

こ
と
。
仕
事
と
の
両
立
。

《
嬉
し
か

っ
た
こ
と
》
仕
事

・
家
庭
が
あ
る
中
で
、
第
9
分
団
第
3
部

が

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
め
た
こ
と
。

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
》

指
導
員
、
団
員
、
そ
し
て
選
手
の
皆
さ
ん
、
3

カ
月
以
上
の
練
習
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年
は
市
内
大
会

優
勝
を
目
指
そ
う
!

《
今
後
の
意
気
込
み
》
県
大
会
出
場
に
向
け
て
、
消
防
署
か
ら
の
指
導

を
受
け
、
技
術
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
、

今
後
の
操
法
競
技
会

で
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

-
番
員

近

江

彰

《
県
大
会
を
終
え
て
》
念
願
の
県
大
会
だ

っ
た
の
で
、
緊
張
し
ま
し
た
。

《
結
果
に
つ
い
て
》
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
ず
、
悔
い
が
残
る
結
果
で
し
た
。

《
苦
し
か

っ
た
こ
と
》
体
力
づ
く
り
が
大
変
で
し
た
。

《
嬉
し
か

っ
た
こ
と
》
県
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
す
。

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
》
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
来
年
頑
張

り
ま
し
ょ
う
ーー
"

《
今
後
の
意
気
込
み
》
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
県
大
会
に
リ
ベ
ン
ジ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

第9分 団第3部 の部展と選手の皆さんの感想をいただきました

2
番
員

近

江

賢

《
県
大
会
を
終
え
て
》
市
内
、
支
部
と
は
ま
た
違
う
緊
張
感
を
味
わ
い
、

競
技
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か

っ
た
で
す
。

《
結
果
に
つ
い
て
》
部
員
、
家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
優
良
賞
と
い
う

成
果
を
残
せ
、
悔
い
の
残
ら
な
い
操
法
が
で
き
良
か

っ
た
で
す
。

《
苦
し
か

っ
た
こ
と
》
毎
日
の
練
習
が
充
実
し
て
い
て
、
好
き
な
操
法

な
の
で
苦
し
か

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
嬉
し
か

っ
た
こ
と
》
チ
ー
ム
が

一
丸
と
な
り
、
県
大
会
に
出
場
で
き

た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト

へ
》
毎
日
支
え
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

《
今
後
の
意
気
込
み
》

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で

一
丸
と
な
り
、
支
え
合
い

な
が
ら
、さ
ら
な
る
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3
番
員

平
山

祐

介

《
県
大
会
を
終
え
て
》
大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
、
部
長
や
指
導
員
か
ら

言
わ
れ
た
、
『緊
張
に
勝
る
気
迫
』

の
心
意
気
で
3
番
員
の
役
目
を

や
り
き
れ
た
と
思
い
ま
す
。

《結
果
に
つ
い
て
》
7
位
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
残
念
で
し
た
が
、
や
っ

て
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

《苦
し
か

っ
た
こ
と
》
体
の
使
い
方
が
分
か
ら
ず
、
指
導
員
の
言
う
こ

と
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

《嬉
し
か

っ
た
こ
と
》
大
会
後
に
、息
子
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
こ
と
。

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト

へ
》
選
手
1
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
迷
惑
を
か

け
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《今
後
の
意
気
込
み
》
減
点
さ
れ
た
と
思
う
と
こ
ろ
や
、
自
信
の
無
い

と
こ
ろ
を
見
つ
め
直
し
、
上
位
大
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

補
助
員

舟

野

哲

仁

《
県
大
会
を
終
え
て
》
初
の
舞
台
で
緊
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の

操
法
を
見
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

《結
果
に
つ
い
て
》
上
位
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、と
て
も
残
念
で
し
た
。

《苦
し
か

っ
た
こ
と
》
大
会
当
日
の
暑
さ
。

《嬉
し
か

っ
た
こ
と
》
練
習
の
成
果
を
、
十
分
に
出
し
切
っ
た
こ
と
。

《
チ
ー
ム
メ
イ
ト

へ
》
県
大
会
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《今
後
の
意
気
込
み
》
今
度
は
、
自
分
が
操
作
員
と
し
て
県
大
会
に
出

た
い
で
す
。
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海
中
捜
索
救
助
訓
練
の
様
子
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平
成
22
年
度
大
船
渡
市
防
災
(津
波
)

訓
練
が
、

5
月
23
日
、
盛
川
河
川
敷

公
園
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
、
市

内
全
域
で
過
去
最
高
の
8
,
0
6
9
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
6
時
ご
ろ
に
大
船
渡
市
内

で

震
度
6
弱
の
地
震
が
あ
り
、
家
屋
倒

壊
や
停
電
、
断
水
の
ほ
か
、
沿
岸
地

域
に
最
大
10
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来

襲
、
建
物
火
災
が
発
生
し
、
延
焼
拡

大

の
危
険
が
あ
る
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

主
会
場
と
な

っ
た
盛
川
河
川
敷
公

園
で
は
、
多
数

の
住
民
が
参
加
し
、

水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
訓

練
や
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
搬
送
訓

練
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
員
は
、
水

門
の
閉
鎖
や
行
方
不
明
者
捜
索
訓
練
、

自
然
水
利
を
活
用
し
た
火
災
防
御
訓

練
に
あ
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大

船
渡
消
防
署
水
難
救
助
隊
な
ど
に
よ

り
、
大
船
渡
湾
内
で
行
方
不
明
者
の

海
中
捜
索
訓
練
お
よ
び
救
助
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
訓
練
も
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
、

災
害
時
の
対
応
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

∩

}濃
窃
防
鐸
ハ津
濃
)
訓
練

8
,
0
6
9
人
が
参
加

:

市
昆
総
動
曼
で
対
応
確
認

ゴ;
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大船渡市長・消防団長表彰
}大 船渡市長および消防団長より

、土地の提供や消火活動などで特に功労のあっ
た3人 の方々に、特別功労表彰が授与されま した。受賞された方々をご紹介いた
します。おめでとうございます。

.,状 平成22年5月23日 消防表彰式(大 船渡市春季消防演習)に て表彰

末崎町字小細浦

平 野 光 輝 様

末崎町字小細浦地内の防火水槽の新設に際し、地域防災に対する深いご理解 とご
協力により、貴重な財産である土地を防火水槽用地として、無償で譲渡 していただ
きました。

1越 翻瞳長表彰、平成22年5月23日 消防表彰式(大 船渡市春季消防演習)に て表彰

大船渡町字新田

山 口 晃 様

大船渡町字赤沢

山 崎 邦 子 様

平成22年5月2日 、大船渡町赤沢地内で発生した建物火災に際し、多量の煙で異

変に気付き周囲を確認したところ、住宅のベ ランダか ら出火 しているのを発見、迅

速な119番 通報と初期消火に努め、火災の拡大を未然に防止しました。

鐸 ヨ働惣鍾鰯 劔田8爵 圏も∂qE■

、

國

『住宅火災による死亡原因の約6割

が同齢者の逃げ遅れです』

住宅用火災警報器は、あなたや家族の命 を守るために

大変有効です。

地域などで共同購入し、住宅用火災警報器を設置して

逃げ遅れを防ぎましょう!

『大船渡市内では住宅用火災警報器により、
火災を未然に防いだ事例が2件 ありました』

●新築住宅…

平成18年6月1日 から

馬●既存住宅…

平成23年5月31日 まで

大船渡地区消防組合火災予防条例における
住宅用火災警報器の設置義務化施行期日



「お嚇 れ瞭でした

消防団を退団した方々です」市
二
渡簾轟 r

退団当時
氏 名

退団当時
氏 名

退団当時 氏 名
所 属 階 級 所 属 階 級 所 属 階 級

1一 本 分団長 鈴 木 修
4-4

班 長 武 田 忠 行 9-2 班 長 伊 藤 喜久雄

1-1 団 員 多 田 孝 貴 団 員 上 部 猛 9-4 班 長 村 上 徹 行

1-2
班 長 吉 田 聡

4-5
部 長 村 上 達 雄 9-5 団 員 佐 藤 克 政

班 長 池 田 淳 班 長 小 松 克 美
10一 本

団 員 畑 中 麻 里

1-3
団 員 後 藤 広 海 4-6 部 長 鈴 木 宗 男 団 員 森 下 あ き

団 員 紀 室 智
5-2

部 長 志 田 隆 10-1 団 員 後 藤 拓 紀

1-4
団 員 佐々木 辰 人 班 長 東 栄 一

10-2

部 長 山 岸 健悦郎

団 員 今 野 伸 哉 6-1 部 長 志 田 昌 和 班 長 新 沼 秀 喜

2-1

班 長 藤 田 英 夫 6-2 部 長 佐 藤 雅 基 団 員 小 西 琢

団 員 志 田 拓 磨
6-3

部 長 大 畑 力 10-5 部 長 熊 谷 光 洋

団 員 尾 崎 健 太 団 員 伊 藤 健 太 11一 本 班 長 川 畑 慎 也

2-2
部 長 山 崎 恭 一 7-2 部 長 今 野 耕 二 11-5 部 長 花 崎 和 彦

団 員 金 子 正 勝
7-3

部 長 金 野 尚 一

11-6

部 長 川 畑 武 春

3-2 団 員 及 川 貴 士 班 長 佐々木 修 一 団 員 佐 々 義 光

4一 本 分団長 村 上 博 8-1 団 員 千 葉 保 正 団 員 ・船 砥 剛

4-1
班 長 松 岡 孝 文

8-2

部 長 笹 嶋 宏 光
11-7

班 長 小 西 正 晃

団 員 藤 橋 正 勝 団 員 佐々木 徹 班 長 川 畑 博 昭

4-2

班 長 大 友 聖 晴 団 員 千 葉 秀 聡 12一 本 分団長 佐 藤 善 公

団 員 村 上 隆

8-3

部 長 鈴 木 朝 夫 12-1 団 員 渡 邉 秀 一

団 員 近 藤 明 彦 団 員 高 橋 大 介 12-2 団 員 佐 藤 一 斉

団 員 浜 守 大 樹 団 員 上 野 貞 治
12-3

部 長 佐 藤 淳

団 員 細 川 卓 也 9一 本 分団長 佐 藤 武 団 員 東 教 人

4-3
班 長 尾 崎 洋 一 9-1 部 長 橋 本 昭 輝

計70人
団 員 金 野 克 哉 9-2 部 長 新 沼 綱 行

'
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團
集
層

よ
回

圖

労
妨
厘

舅
身
黛
7
8

消
防
団
は
、

「自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷

土
愛
護
の
精
神
で
活
動
し
、
地
域
に

お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
住
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
重

要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
待
遇

火
災
な
ど
の
災
害
活
動
に
出
動
し

た
際
に
は
、
権
限
と
責
任
を
有
す
る

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
の
身

分
と
な
り
ま
す
。
消
防
活
動
に
必
要

な
被
服
が
貸
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
な

ど
に
は
公
務
災
害
補
償
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
職
務
に
あ
た
っ
て
功

労
、
功
績
が
あ

っ
た
場
合
は
表
彰
さ

れ
ま
す
。

消
防
団
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
、

消
防
団

へ
の
入
団
を
希
望
す
る
方
は
、

地
域
の
消
防
団
員
、
ま
た
は
大
船
渡

消
防
署

・
三
陸
分
署

・
綾
里
分
遣
所

に
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。

、….蒙 弩

,
,
,
.

連

絡

先

,
,
,
ノ

 大

船

渡

消

防

署

昼

27

1

2

1

1

9

三

陸

分

署

岱

44

1

2

1

1

9

綾

里

分

遣

所

公

42

1

2

1

1

9

//ノ

本
年
度
も
、
防
災
訓
練
、
春
季
演

習
、
操
法
競
技
会
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
前
半
の
定

例
行
事
を
無
事
に
遂
行
で
き
、

や
っ

と

一
息

つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
近
年
に
な
い
連
日
の
猛

暑
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
熱
中
症
に

な
ら
れ
た
方
も
多
い
よ
う
で
す

の
で
、

水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
す
る
な
ど
、

健
康
管
理
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
編
集
部

一
同
、
よ
り
よ
い

消
防
団
だ
よ
り
と
す
る
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
始

㍉

・

箪
懸
麗
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躍

餉
謹
傭
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編集部(団 本部)
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